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兵庫県西宮市でヤシオオオサゾウムシが発見される

川﨑菜穂子・川﨑安寿
兵庫県西宮市学文殿町の某小学校内にある学童保育の

育成センターに持ち込まれた昆虫にまつわる騒動記です．
2017 年 11 月 7 日放課後，育成センターへ通ってく

る小学 1 年生の男子児童が，「先生この虫なに？」と虫
を手に持ちやってきました．小ぶりのクワガタムシのよ
うなサイズ，尖った鼻（？），鮮やかなオレンジ色に不
思議な模様．図鑑（NEO）にも載っていません．形はゾ
ウムシ（？）．でもこんな大きなのはいないはず…．集まっ
てきた子どもたちの中には「俺，虫に詳しいねん！きっ
とこれはゾウムシモドキや！」なんて言う子も…．

家に持ち帰り調べたところ，ヤシオオオサゾウムシと
判明．外来種とのこと．翌日センターの飼育ケースに入
れて昆虫ゼリーを与え，展示することにしました．「日
本にはあまり住んでいない，南の国から来た虫です．　
○○くんが見つけたよ．」とみんなに紹介すると，一躍
○○くんはヒーローです．子どもたちにはとてもカッコ
いい虫のようで，「僕も欲しい！」「どこにいるの？」と
○○くんが見つけた場所が人気スポットになり，翌日別
の子が 2 匹目を見つけました．その後も子どもたちは探
したようですが，見つからず，20 日後の 11 月 27 日，ブー
ムが過ぎ去ろうかという頃に再び 3 匹目が見つかりまし
た．偶然かもしれませんが，見つかった日はいずれもこ
の時期にしては暖かいと感じた日だったように思います．

見つけた子は自分だけのものにして，家に持ち帰り
たいと言っていましたが，「この虫はね，西宮にはもと
もといない虫なの．外へ飛んで行ってこの虫が増えたら
みんなが大切にしているヤシの木が枯れてしまうかもし
れないよ．」と精一杯の説明をして，センターの飼育ケー
スの中だけで飼うことに納得してもらいました．夜にな
ると寒くなるのでセンターを出るときに携帯カイロをタ
オルに包んでケースを温めています．3 匹中 2 匹は元気
ですが，最初に見つかった１匹はそもそもけがをしてい
たので 1 週間後に死んでしまいました．

【本種の解説】
本種は東南アジアに分布するが，国内で最初に確認

されていたのは大東諸島で初記録年代は不明．沖縄島で
の初記録は 1975 年．また本土での初記録は 1998 年の
宮崎県日南市で，兵庫県では淡路島のみで記録されてい
るが，兵庫県の本州側では初記録と思われる．今回発見
された 3個体はいずれも校内のカナリーヤシ（フェニ
ックス）の木から数m離れた地面で見つかった．
後日，このヤシの木 2本のうち，1本が枯れている

ことから川崎菜穂子が学校へ報告．その後，学校からの
連絡を受けた西宮市環境学習都市推進課の方が植物防疫

所に届けるため，死んだ個体を持ち帰った．
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図 1　昆虫ゼリーで飼育中のヤシオオオサゾウムシ .

図 2　育成センターにて飼育している様子 .

図 3　校内に植栽されているカナリーヤシ（フェニックス）の木 .


